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ますかっと病児保育ルームからのお知らせ

前回のますかっとレターでご紹介しました、西２階病棟に入院している小
学校５年生の女の子が作りました「オールマイティーチョコレンダー」です
が、手芸センタードリームの～第15回 Made in わたしコンテスト～に
応募しました!!

そして、なんと♪ジュニア特別賞♪に選ばれました。

応援をして下さった皆様ありがとうございました。

隔離室についてのお願い・・・
病児保育の利用も増え、隔離室を使用する事が多くなりました。

かかりつけ医を受診され、かかりつけ医の先生に『隔離が必要です。』と言われましたら
ますかっと病児保育ルームに連絡をお願い致します。

西２階に入院しているドラゴンボールが大好きな
小学校５年生の男の子です。
作品は、ご両親が手作りをされました。
ドラゴンボールのツリーとリースです。
毛糸で編んだり、紙粘土やプラ版で立体的に作っていて
すごいですよ～!!!!

東2階に入院しているお母さん達が
協力して作成してくれました!!
「おべんとうバス」と「いないいないばあ」
です。

西２階病棟の子ども達とお母さんの作品紹介

♪オールマイティー
チョコレンダー
の後の作品です!

いないないばあ～
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ノートルダム清心女子大学児童学科で講義を行いました

第20回 日本医療保育学会で発表を行いました

病児保育玄関・小児科外来・東2階病棟壁面の紹介

平成28年7月29日（金）ノートルダム清心女子大学児童学科２年生８０名を対象に病棟

担当の竹原 康江保育士が「病棟保育士の仕事について」を演題に講義を行いました。
①岡山大学病院小児病棟の概要、②小児病棟における保育士の活動～実例を通して～、

③患児の作品紹介などを紹介しました。
病棟保育士は、入院中の子ども達の成長発達を見守り、また、子どもが子どもらしく生き
ていけるように遊びを通して支援することや毎日、患児を支えているお母さんをはじめと
するご家族の思いを傾聴し、寄り添い、信頼関係を築いていくことに努めています。児童
学科は主に学校の先生を目指す生徒さんが多いとのことですが、年々医療保育に関心を持
つ学生さんが増えているそうです。
講義後の感想には、「保育士になりたい」「病気の子どもに関わってみたい」等の感想

が多く寄せられました。

平成28年7月9日（土）10日（日）川崎医療福祉大学で開催された第20回日本医療保育

学会にて、病棟担当の辻 仁美保育士と竹原 康江保育士が事例発表を行いました。
辻 仁美保育士は「骨髄移植後再発し亡くなった患児とご家族への保育士としての関わり～
ICUでも最期まで保育支援ができた事例～」と題した発表を行いました。
竹原 康江保育士は「岡山大学病院小児病棟における保育管理日誌の有用性について」と題
した発表を行いました。

ますかっと病児保育ルームの玄関の壁面は季
節に合わせて利用時と一緒に製作をして飾って
います。小児科外来は待ち時間に患児が自分で
製作出来るようにしました。いつもたくさん
飾ってくれています。
東２階病棟では、入院中の患児が製作出来るよ
うにしました。
ぜひ、皆さんみて下さいね!!

勉強会を行いました

小児科や小児神経科の先生方にご協力をして頂き、

２ヶ月に１回のペースで勉強会を開催しています。
「感染隔離、予防方法について」や

「呼吸器感染症とその対応」「けいれんの対応について」
「救急トレーニング」「発達障害児への対応」を行いました。
ますかっと病児保育、病棟保育担当だけでなく、なかよし園の保育士
も多数参加しました。


